
　ボランティアサークル「までい」が誕生したのは東日本大震災から約1年半後の2012年秋。福島県飯館村の産業や生活の再生を支援するNPO法人「ふくしま再生の会」から、飯館村で採取された土壌や苔などの分析をしてほしいとの依頼がRI施設を備える農学部に入ったのがきっかけだった。　しかし、解決しなければならない問題があった。土や苔をバイアルと呼ばれる試料瓶に詰める面倒な作業を「誰が」、「どこで」行うのか。事情を知るや、即座に行動したのが農学部職員を中心とする有志たちだ。職員用サークル室を使って、作業を自分たちが手分けして行うことを買って出たのである。ただし、サークル室を使う以上、新たにサークルを立ち上げ、大学に申請しなければならない。それが「までい」だった。「までい」とは「まじめに」「ていねいに」「手間ひま惜しまず」という意味の福島県の方言だ。

　サークル室で始まった活動は文字通り「までい」な取り組みが求められた。土や苔、ときには試験栽培した米などを瓶に詰め、番号を振り、質量を測定。さらに「いつ、どこで、どんな条件で採取されたか」を記録するデータベースの作成が「までい」の役割だ。すでに測定した試料瓶は1万3000本を超える。
　メンバーは職員とそのOB、学生、研究者、「ふくしま再生の会」のメンバーら約30人。当初、昼休みや終業後に行っていた作業は、現在、毎週火曜日午前中から1日がかりで行われる。「学生を除けば、平均年齢は60代半ばでしょうか」と、世話人を務める齋藤富子さんは笑うが、皆さん、若い。溌剌としている。活動もサンプル
の作成にとどまらず、放射線
の講義など月に1度の勉強会
も開いている。この行動力、
好奇心、探究心。「までい」
の心はこの先もずっと受け継
がれていくはずだ。

女将の名上ケエ子さんと日
髙真誠准教授

古い格子戸とその向こうの和
室が、

池波正太郎の時代小説に
出てきそうな雰囲気。
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世話人の齋藤富子さん。土壌が入った筒を2cm単位で切る工具も齋藤さんのアイデアの賜物。

震災復興のために役立ちたいという職員有志により2012年11月に発足。現在は学生や「ふくしま再生の会」在京メンバーも加わり、農学部サークル室で、飯館村で採取した検体の測定サンプルの作成を行う。

ボランティアサークル「までい」
職
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ボランティアサークル「までい」の活動を見学し、

分子育種研究室の日髙真誠准教授と根津の居酒屋を覗く。

キャンパスを歩き、街を訪ねる。

手 間ひま惜しまず
　不忍通りから一本裏に入った路

地、赤ちょうちんがなければ、

およそ居酒屋とは思えない築11
0年の古民家が「根津の甚

八」だ。すっかり年季の入った引
き戸を開くと、ほんのり暗い

隠れ家風の空間。迎えてくれる
女将の名上ケエ子さんはこ

の店を切り盛りし、今年でちょう
ど20年。二代目である。

　とはいえ、初代とはまるで面識
がない。実はこの店、もう30

年以上前からあったが、一度は
主人が店を畳んでいる。その

数年後、「居酒屋を始めたい」と
一念発起した名上さんが、た

またま不動産屋で紹介されたの
がここだった。不本意だっ

たが、不動産屋のアドバイスに
従い、内装にもほとんど手を

入れず、真田十勇士に由来する
店名もそのまま使うことにした。

　すると、開店早々、店内は満
員の客で埋まった。ここを贔

屓にした人たちが再開を待ち

わびていたのである。分子育

種学研究室の日髙真誠先生

も開店後まもなく馳せ参じた

一人。大学を卒業する頃から、つ
まり先代の時代から慣れ親

しんできた店だ。女将さんが「
縁あって、この地でお店を始

めましたが、ほんとにお客様に恵
まれています」と上品な笑み

をもらす。

　手際よく出される、とりの紅

茶煮と煮玉子、かりかりじゃこ

豆腐といった肴が酒好きには

たまらない。鴨鍋とねぎま鍋は

冬場だけでなく、夏も人気の看

板メニュー。日髙先生はいつも

日替わりの「本日の冷酒」を楽

しみながら箸を進める。何しろ

微生物は専門分野。昨年から

生命化学・工学専修の学生実
験で日本酒の試験醸造も開

始しており、麹菌とは切っても切
れない間柄なのだ。

　店はカウンターが7席、奥に8
畳の小上がり。一人飲みも、

仲間とのワイワイも楽しい。こ
の日も撮影が終わった夕刻、

一人の男性客が入ってきた。聞
けば、仕事を終えた後、一

皿の肴でビールを飲み、サッと切
り上げて帰宅するのが習慣

だという。そんな江戸っ子らしい
粋が絵になる店である。

帰ってきた真田剣士
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◎お問い合わせ

根津の甚八
住所:文京区根津2-

26-4    電話:03-56
85-1387

＜営業時間＞ 17:3
0～22:00   土曜・

日曜定休
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女将の名上ケエ子さんと日
髙真誠准教授
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火曜日の午前中までに届けられた土や苔などがバイアルと呼ばれる試
料瓶に詰められていく。作業は常時、10人ほどが集まって行われる。

火曜日の午前中までに届けられた土や苔などがバイアルと呼ばれる試
料瓶に詰められていく 作業は常時


